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6 月 20 日 （土） 第 1 日目

★会頭あいさつ　	 8:30-8:35

会頭	 臼田俊和

Ⅰ．一般演題 (1)　感染症・膿皮症	 8:35	–	9:29

座長	 橋本裕之 ( 大分市アルメイダ病院 )

	 門野岳史 ( 東京大 )	

       

1.	 欠題	 	 	 	  

2.	 尋常性乾癬に合併し、 下腿に生じた慢性膿皮症の 1例

安田正人、 岡田悦子、 高橋　基、 永井弥生、 田村敦志、 石川　治 ( 群馬大 皮膚科）

3.	 新潟大学皮膚科における 10 年間の慢性膿皮症の臨床的検討

濱　菜摘、 田中英一郎、 土屋和夫 ( 新潟大 皮膚科）

4.	 直腸がん穿孔が原因と考えられたフルニエ壊疽の 1例

安田聖人、 金森祐太 ( 福井大 皮膚科形成外科診療班 )、 清原隆宏 ( 福井大 皮膚科 )、

小練研二 ( 福井大 第一外科）、 熊切正信 ( 福井大 皮膚科 )

5.	 救肢に成功した重症感染を伴う重症虚血肢の 1例	

小浦場祥夫、 内山英祐、 竹野巨一、 本田耕一 ( 時計台記念病院 形成外科 ･ 創傷治療セ

ンター）、 浦澤一史、 佐藤勝彦、 本間之子 ( 時計台記念病院 循環器センター）

6.	 感染型の電撃性紫斑の 2例

山崎　修、 眞部恵子 ( 岡山医療センター 皮膚科）
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Ⅱ .一般演題 (2)　悪性腫瘍 (1）	 9:29 ～ 10:14

座長	 石原　	剛 ( 熊本大）

	 竹之内辰也 ( 新潟県立がんセンター）

7.	 背部正中に生じた低分化悪性腫瘍	

山田元人、 大城宏治、 稲坂　優、 鈴木教之 ( 豊橋市民病院 皮膚科）

8.	 後頭部腫瘤を呈した Inflammatoy	myofibroblastic	tumor(IMT） の 1 例

平林研二、 中野英司、 下浦真一、 高井利浩、 村田洋三、 神吉聡美、 熊野公子 ( 兵庫県

立がんセンター）

9.	 妊娠中に切除術を施行し、 最終的に死の転帰をとった悪性末梢神経鞘腫 (MPNST) の 1

例

田中　了、 松尾明子、 笹岡俊輔、 松浦浩徳、 藤本　亘 ( 川崎医科大学 皮膚科）

10.	右前胸部と左前腕の皮弁ドナー部に転移増殖を認めた右頬部のメルケル細胞癌の 1例

澤田昌樹、 榊原章浩、 杉浦一充、 横田憲二、 松本高明、 富田　靖 ( 名古屋大学 皮膚科） 

鳥山和宏、 亀井　譲、 鳥居修平 ( 同 形成外科）、 藤本保志 ( 同 耳鼻科）、 長坂徹郎 ( 同 

病院病理部）

11.	 9 年後に腋窩リンパ節転移を生じた原発不明の胸部 adenocarcinoma の 1 例

岡田麻子、門野岳史 ( 東大病院）、レパヴーアンドレ ( 虎ノ門病院）、前川武雄 ( 三楽病院）

出月健夫 (NTT 東日本関東病院）、 菊池かな子、 玉置邦彦 ( 東大病院）

Ⅲ .一般演題 (3)　外傷 ･術後処置 ･周術期管理	 10:14 ～ 11:08

座長	 小浦場祥夫 ( 時計台記念病院）

	 緒方　克己 ( 古賀総合病院 )

12.	慢性創傷の植皮生着向上に向けての工夫	－銀含有創傷被覆剤の使用経験－

福田　智、三宅ヨシカズ、富野祐里 ( 医誠会病院 形成外科 ･ 美容外科 創傷治療センタ－）

13.	ウレタンスポンジを用いた植皮圧迫固定法

中村元樹、田口理史、加藤潤史、寺本由紀子、山本明史 ( 埼玉医科大学国際医療センター・

皮膚腫瘍科）
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14.	抗血小板薬内服患者に対する皮膚科小手術の安全性についての検討

石塚洋典、 中村泰大、 大塚藤男 ( 筑波大学大学院 人間総合科学研究科 皮膚病態医学

分野）

15.	右下腿部に生じた closed	degloving	injury の 1 例

篠田洋介、 井上卓也、 三砂範幸、 成澤　寛 ( 佐賀大学医学部 皮膚科）

16.	当科で熱傷治療時に使用する混合軟膏 2種類

橋本裕之、 竹内善治、 種子田紘子 ( アルメイダ病院）、 松尾由紀 ( 湘南鎌倉総合病院 形

成外科）

17.	虚血による指尖潰瘍、 壊疽に対する治療戦略、 骨髄露出閉鎖療法と half-suture	techniqu

加藤裕史、 伊藤えりか、 渡辺正一、 山口裕史、 森田明理 ( 名古屋市立大学 皮膚科）

休　　　憩　(22 分間）

Ⅳ .ランチョンセミナー (1）	 11:30 ～ 12:30

座長	 臼田俊和 ( 社会保険中京病院）

　『皮膚外科 40 年の変遷』

　　　　　　愛知医科大学	形成外科	名誉教授　青山　久先生

休　　　憩　(10 分間）

会頭からテーマ演題についての説明	 12:40 ～ 12:50
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Ⅴ .テーマ演題「長期経過観察」	 12:50 ～ 14:02　

座長	 廣瀬寮二 ( 長崎市立市民病院 )

	 村田洋三 ( 兵庫県立がんセンター）

18.	基底細胞癌切除後の長期予後についての検討

竹之内辰也、 高橋明仁 ( 新潟がんセンター 皮膚科）

19.	長期間経過観察後部分生検し診断確定に至った爪甲下悪性黒色腫の 1例

川見健也、 清原隆宏、 熊切正信 ( 福井大学）、 安田聖人 ( 同 形成外科診療班）

20.	治療終了 15 年後に再発した悪性黒色腫の 1例	

加藤真弓、 湊 はるか、 松村由美、 是枝　哲、 宮地良樹 ( 京都大学 皮膚科）

21.	長期経過を経て有棘細胞癌へ移行した Bowen 病 ・ Bowen 様丘疹症の 3例

緒方　大、 清原祥夫、 吉川周佐、 中浦　淳、 福田桂太郎、 片岡照貴 ( 静岡県立静岡が

んセンター 皮膚科）

22.	再発した基底細胞癌の 1例

帆足俊彦、 菅谷　誠、 糸魚川彩、 岡田麻子、 玉置邦彦 ( 東大 皮膚科）

23. 膣原発の悪性黒色腫の長期経過

熊野公子、 村田洋三、 国定　充、 高井利浩、 下浦真一、 中野英司、 平林研二 ( 兵庫県

立がんセンター）

24. リンパ節郭清術を行わなかったセンチネルリンパ節転移陽性の高齢者悪性黒色腫の経過

観察例

鬼澤沙織、 永江美香子、 石川雅士 ( 埼玉県立がんセンター 皮膚科）

25. 術後約 14 年を経過した左前腕全周性の先天性母斑細胞性母斑と術後約 12 年を経過した

頭部巨大腫瘤の 2症例

伴　政雄 ( 神戸海星病院 皮膚形成センター）、 田村真吾 ( たむら皮膚科クリニック )

花垣博史 ( はながき皮フ科 ・ 形成外科クリニック）、 近藤眞史 ( 近藤皮フ科クリニック）

林　一弘 ( はやし皮フ科クリニック）、 玉置昭治 ( 尼崎医療生協病院）
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Ⅵ .一般演題 (4)　悪性黒色腫	 14:02 ～ 14:56

座長	 清原祥夫 ( 静岡県立がんセンター)

	 師井洋一 ( 九州大）

26.	マッピング切除 8年後に再発した悪性黒色腫

前田進太郎、 石井貴之、 平野貴士、 竹原和彦 ( 金沢大 皮膚科）

27. メラノーマの潰瘍性病変における臨床と病理組織診断の相違について

田口理史 ( 埼玉医大 皮膚科 )、 中村元樹、 加藤潤史、 寺本由紀子 ( 埼玉医大国際医療

センター 皮膚科 )、 土田哲也 ( 埼玉医大 皮膚科）

28.	下口唇悪性黒色腫の 1例

太田　馨、 爲政大幾、 北條有里子、 加藤りか ( 関西医大 皮膚科）

近野哲史、 湯川尚哉 ( 同 耳鼻咽喉科）、 岡本祐之 ( 関西医大 皮膚科）

29. 多発皮膚 ・皮下 ・ リンパ節転移治療後の悪性黒色腫の 1例

武石恵美子 ( 佐世保市立総合病院 皮膚科）、 廣瀬寮二 ( 長崎市立市民病院 皮膚科）、

三根義和 ( 長崎医療センター 皮膚科）、 山岡俊文、 佐藤伸一 ( 長崎大学 皮膚科 )

30.	胼胝と自己判断して、 何度もカミソリで削っていた右足悪性黒色腫の 1例

八代　浩、 長谷川義典 ( 福井県済生会病院 皮膚科）、 飯野志郎 ( 福井社会保険病院 皮

膚科 )

31.	Melanonychia	(MM	or	MM	in	situ） の手術法について

井上雄二、 山下淳二、 増口信一、 福嶋　聡、 石原　剛、 尹　浩信 ( 熊本大学 )

休　　　憩　(7 分間）
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Ⅶ .一般演題 (5)　良性疾患 (1）治療法	 15：03 ～ 16:06

座長	 爲政大幾 ( 関西医大 )

	 松下茂人 ( 鹿児島大 )

32.	陰部への植皮術後のドレッシングの一工夫

木村　中、 池田正起、 高見麻衣、 高橋　梓 ( 函館中央病院 形成外科）

櫻井圭祐、 塩谷隆太 ( 北大 形成外科）

33.	福井赤十字病院皮膚科における下肢静脈瘤に対する取り組み

谷岡未樹、 丸田直樹、 中川雄仁 ( 福井赤十字病院 皮膚科）

西村陽一 ( にしむらクリニック 福井市）

34.	難治性尋常性疣贅に対する Vbeam 治療

藤井美樹、 堀　義康 ( 小野市民病院 形成外科）

寺師浩人 ( 神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学）

35.	耳介に生じた sebaceous	epithelioma の 1 例

白井昌江、 藤本徳毅、 植西敏浩、 立花隆夫、 田中俊宏 ( 滋賀医大 皮膚科）

36.	顔面 pachydermatocele の治療経験

大塚正樹、 友田亜矢子、 眞部恵子、 加持達弥、 浅越健治、 岩月啓氏 ( 岡山大学 皮膚科）

三村秀文 ( 同 放射線科）

37.	超音波メス治療の実際

塚本克彦、 長田　厚 ( 山梨県立中央病院 皮膚科）、 小林公一 ( 同 形成外科）

38.	表皮母斑の高周波メスによる治療

中野美沙 ( 新日鐵八幡記念病院 皮膚科 ･ 九州大学 皮膚科）、 千葉貴人、 宇治野友美

権藤寿喜、 高原正和、 増田禎一、 内　博史、 師井洋一、 古江増隆 ( 九州大学 皮膚科 )
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Ⅷ .一般演題 (6)　手術手技・再建法	 16:06 ～ 17:00　　　

座長	 伊藤孝明 ( 兵庫医大）

	 寺師浩人 ( 神戸大）

39.	眼瞼縁腫瘍切除後の V-Y	advancement	flap による再建について

石井貴之、 前田進太郎、 平野貴士、 竹原和彦 ( 金沢大 皮膚科）

40.	当科における骨盤リンパ節郭清術式の変遷

中村泰大、 中村貴之、 石塚洋典、 藤澤康弘、 大塚藤男 ( 筑波大学 皮膚科）

41.	正中前額皮弁にて再建した皮膚悪性腫瘍の 3例

一宮　誠、 安倍吉郎、 武藤正彦 ( 山口大学 皮膚科）

42.	鼡径リンパ節廓清術～当院における手技の実際と術後の工夫～	

緒方　大、 清原祥夫、 吉川周佐、 中浦　淳、 福田桂太郎、 片岡照貴 ( 静岡県立静岡が

んセンター 皮膚科）

43.	Nasal		Chondromucosal		Flap で再建した下眼瞼悪性黒色腫の 1例	

古賀浩嗣、井上義彦、桃崎直也、文森健明、名嘉眞武国、橋本　隆 ( 久留米大学 皮膚科）

黒瀬浩一郎 ( 広島市）

44.	 ICG 蛍光造影法により穿通枝の同定を試みた Distally	based	Radial	artery	perforator	flap

の 1 例

林　礼人、 松村　崇、 宮本英子、 古元将和、 榊原慶介、 小室裕造 ( 順天堂大学 形成外科）
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6 月 21 日 ( 日） 第 2 日目

Ⅸ .テーマ演題「Simple	is	best」	 8:30 ～ 9:06　

座長	 神谷秀喜 ( 岐阜大）

	 中川浩一 ( 冨田林病院）

	 		

45.	耳介 SCC に対する楔形切除〜手技が容易、 安全で整容的な手術法〜

岩田洋平、 臼田俊和、 小寺雅也、 加藤恵子、 豊田徳子 ( 社会保険中京病院 皮膚科）

46.	爪床破壊を伴った爪下外骨腫切除後欠損部のサージセル充填療法	

津田憲志郎、 山際秋沙、 谷口芳記 ( 市立四日市病院 皮膚科）

47.	最小侵襲 ・最小瘢痕による粉瘤の摘出法 ( 仮称 ： くりぬき翻転摘出法 )

前田健志、 葛西洋介 ( 宇治武田病院 形成外科）

48.	皮膚縫合は必要か？	フィルムドレッシング材を用いた sutureless	skin	closure の試み

永松将吾、 中川雅裕、 茅野修史、 小泉拓也、 赤澤　聡 ( 静岡がんセンター 形成外科）、

清原祥夫、 吉川周佐、 緒方　大 ( 同 皮膚科）、 鬼塚　哲 ( 同 頭頸科）

Ⅹ .一般演題 (7)　良性疾患 (2）美容 ･QOL 向上	 9:06 ～ 10:00

座長	 是枝	　哲 ( 京都大）

	 田村敦志 ( 群馬大）

49.	Densely	packed	follicular	unit	grafts の生存率の研究	－ micropunch	technique と microslit	

technique の比較	

山本一仁 ( ビバリーヒルズ ･ クリニック）

50.	ＥＧＦＲ阻害薬による爪囲肉芽に対するモーズ軟膏の使用経験

山田大資、 吉野公二 ( がん ･ 感染症センター都立駒込病院 皮膚科）

51.	特発性リンパ浮腫による象皮病の 1例

中山真紀、 寺師浩人、 田原真也 ( 神戸大学大学院 医学研究科 形成外科学）
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52.	エキスパンダー、 シリコンバッグによる乳房再建の 2例

鈴木利宏、籏持　淳、山崎雙次 ( 独協医科大学 皮膚科）、末岡　均 ( 石倉クリニック水戸院 )

53.	劣性栄養障害型先天性表皮水疱症のmitten	hand	deformity に対する母指対立運動の獲

得

松下茂人、 馬場千晶、 川崎美帆、 河井一浩、 金蔵拓郎 ( 鹿児島大学 )

54.	眼瞼下垂手術の経験

中川浩一、 岸田　大、 梶本敦子 ( 富病）

Ⅺ .あなたならどうする？ (口演＋ポスター展示 )	 10:00 ～ 10:45

座長	 立花隆夫 ( 滋賀医大）

	 大原國章 ( 虎の門病院）

55.	小児の内果に生じた悪性黒色腫の 1例

石黒真理子、 岡本勝行、 山本有紀、 古川福実 ( 和歌山県立医科大学 皮膚科）

西端和哉 ( 和歌山市）

56.	局所再発を繰り返した乳房外パジェット病の 1例

中原剛士、 増田禎一、 内　博史、 高原正和、 師井洋一、 古江増隆 ( 九州大学 皮膚科）

横溝晃 ( 同 泌尿器科 )、 小林裕明 ( 同 産婦人科 )

57.	再発を繰り返した破壊型基底細胞癌の 1例

小俣　渡、 末廣敬祐、 鎌田憲明、 神戸直智、 松江弘之 ( 千葉大 皮膚科）
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★総会	 10:45 ～ 11:00	

Ⅻ .ランチョンセミナー (2)	 11:00 ～ 12:00

座長	 八田尚人 ( 富山県立中央病院 )

　『膠原病　難治性潰瘍の治療	～手術以外に何ができるか？～』

　　　　　金沢大学	皮膚科	准教授　藤本　学先生

休　　　憩　(9 分間 )

ⅩⅢ.一般演題 (8)　悪性腫瘍 (2)	 12：09 ～ 12：45　　　

座長	 中村泰大 ( 筑波大 )

	 山崎直也 ( 国立がんセンター )	 	

58.	膀胱内浸潤を来たした外陰部乳房外 Paget 病の 1例	

眞部恵子、大塚正樹、浅越健治、岩月啓氏、( 岡山大 皮膚科 )、上原慎也 ( 同 泌尿器科 )

59.	可及的切除により長期生存を得た乳房外 Paget 病の 1例

江﨑由佳、牧野公治、吉野雄一郎、石原　剛、尹　浩信 ( 熊本大学 皮膚科 ･ 形成再建科 )

60.	戦争中に負った瘢痕より生じた頬部基底細胞癌の 1例

櫻井圭祐 ( 釧路労災病院 形成外科 )、 高見麻衣子、 木村　中 ( 函館中央病院 形成外科 )

61.	 PDT， イミキモド外用で治療を行った肛門部乳房外 Paget 病の 1例	

村田　哲、横倉英人、小池裕美子、山田朋子、小宮根真弓、大槻マミ太郎(自治医大 皮膚科)
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ⅩⅣ.一般演題 (9)　難治性潰瘍・創傷治癒	 12:45 ～ 13:21

座長	 石井貴之 ( 金沢大 )

	 田中俊宏 ( 滋賀医大 )	 	 	

	

62.	人工真皮と topical	haemotherapy を併用した右下腿骨露出創の治療経験	

帖佐宣昭、 黒岩亜由子、 緒方克己 ( 宮崎大学 皮膚科 )

宮國　均 ( 中部徳州会病院 皮膚科 )、 瀬戸山 充 ( 宮崎大学 皮膚科 )

63.	全身性エリテマトーデス患者の皮膚石灰沈着症に続発した多発性難治性皮膚潰瘍 ･瘻孔

に対する外科的治療の経験

田子　修、 須藤麻梨子、 岡田悦子、 永井弥生、 田村敦志、 石川　治 ( 群馬大 皮膚科 )

64.	広背筋皮弁により再建した背部慢性皮膚潰瘍の 1例	

野口武俊、 大原國章 ( 虎の門病院 皮膚科 )

65.	知覚を温存できた放射線潰瘍に対する臀部穿通枝皮弁の 1例

山本篤志、 姜　朱美、 大野健太郎、 小幡有史、 鬼木俊太郎、 神吉晴久

伴　政雄 ( 神戸海星病院 皮膚 ･ 形成センター )

★閉会のあいさつ	 13:21 ～ 13:26

　次期会頭　橋本裕之 (大分市医師会立アルメイダ病院 )

グループスタディー (ポスター展示 )	 		 	

66.	乳房外 Paget 病グループスタディー調査報告 2009	

神谷秀喜、 岩田浩明、 北島康雄 ( 岐阜大学 皮膚科 )、 師井洋一 ( 九州大学 皮膚科 )

永江祥之介 ( 永江皮膚科 ･ 形成外科クリニック )

67.	 2009 年血管肉腫グループスタディー調査報告

田口理史、 水上晶子、 難波純英、 土田哲也 ( 埼玉医大 皮膚科 )

鈴木　正 ( 諏訪皮膚科クリニック )
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一目ご覧下さい (ポスター展示 )

68.	 distally	based	supderficial	sural	artery	flap で再建した左足背部有棘細胞癌 (SCC) の 1 例	

吉田益喜、 成田智彦、 川原　繁、 川田　暁 ( 近畿大学 皮膚科 )

69.	ステロイド長期内服患者に生じた壊死性筋膜炎の 1例

鎌田恵美子 ( 京都府立医科大 皮膚科 ･ 社会保険神戸病院 皮膚科 )、 田嶋佐妃

水谷浩美、 西田睦美、 浅井　純、 竹中秀也、 岸本三郎 ( 京都府立医科大 皮膚科 )

70.	Weekly	ドセタキセル、 トラスツズマブが奏功した外陰 Paget 癌の 1例

柳下有理香、 前川武雄 ( 三楽病院 皮膚科 )

71.	血清亜鉛正常化後の植皮が生着した糖尿病性潰瘍

角田孝彦、 玉渕尚宏 ( 山形市立病院済生館 皮膚科 )

72.	頭皮円形欠損部に対する簡便な局所皮弁による再建例

青柳　哲、 本間英里奈、 秦　洋郎、 清水　宏 ( 北海道大 皮膚科 )

73.	先天性リンパ管腫の治療経験−とくに四肢領域の広範囲病変への対応−

緒方克己、 堀川永子、 前久保理恵、 根本利恵子、 持田耕介、 加嶋亜紀、 帖佐宣昭

西田隆昭、 立山　直、 瀬戸山 充 ( 宮崎大学 皮膚科 )

74.	吸引水疱蓋移植の有用性とメカニズム

加藤裕史、 伊藤えりか、 山口裕史、 森田明理 ( 名古屋市立大学 皮膚科 )

75.	真皮縫合器	INSORB® の使用経験

石塚洋典、 中村泰大、 大塚藤男 ( 筑波大学大学院 人間総合科学研究科 皮膚病態医学

分野 )

76.	巨大腫瘤を形成した pilomatrix	carcinoma の 1 例

山岡俊文 ( 長崎大 皮膚科 ･ 中京病院 皮膚科 )、 坂本　藍 ( 長崎大 皮膚科 )

岩田洋平 ( 長崎大 皮膚科 ･ 中京病院 皮膚科 )、 小川文秀、 佐藤伸一 ( 長崎大 皮膚科 )

77.	壊死性筋膜炎の 2例

豊田徳子、 岩田洋平、 臼田俊和、 小寺雅也 ( 社会保険中京病院 皮膚科 )




